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AsIsフレームワーク インプットの収集と蓄積
本編 AsIsフレームワーク
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AsIsフレームワークとは

OpsLearnの運用設計モデルにおける「AsIsフレームワーク」

運用フレームワーク

最終ToBe

サービスカタログ

作業カタログ設計

運用基盤設計・整備

期待分析・成果設計

運用組織設計

運用の定義

業務プロセス設計

改善スキーム設計

中間ToBe 
(概要)

中間ToBe 
(詳細)

運用の防壁

運用の羅針盤

運用のあるべき姿

現時点のあるべき姿 
(組織レベル)

現時点のあるべき姿 
(業務レベル)

「守り」の部分

「攻め」の部分

運用組織設計

運用受入基準

運用パイプライン設計

運用の定義

作業カタログ設計

運用棚卸・廃止基準の策定

ビジネスパイプライン設計

サービスカタログ設計

運用成熟度設計

業務プロセスの考え方

作業手順書設計

運用リポジトリ設計 運用イベント管理設計

運用スキル基準策定

自動化導入・廃止基準の策定

運用基盤の考え方

運用人材育成方針策定

運用改善の考え方

事故・再発防止基準の策定

ディスパッチャー設計

ステークホルダー分析

運用期待分析

運用成果設計

運用作業の測定AsIs AsIsサブフレームワーク現状の把握

運用資産管理設計

AsIsフレームワーク設計
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AsIsフレームワーク

AsIsフレームワークの復習

本編 AsIsフレームワーク
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AsIsフレームワークの復習

運用課題の分析に必要なこと

運用現場のAsIsの収集と蓄積

運用現場のAsIsの継続的な分析

運用現場のAsIsを運用現場と設計側で共有

運用の現実(AsIs)を把握することが何より重要

「運用課題」というネガティブなAsIsだけではなく、運用のポジティブなAsIsも含めて把握すべき

既に運用が動いている場合は、一番最初にやるべきこと。
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AsIsフレームワークの復習

AsIsを知るためのサブフレームワーク

インプット

構造化

アウトプット AsIsの共有

重要! 課題を見つけても、いきなり対応しようとしない。

AsIsフレームワーク

AsIsの収集・蓄積

AsIsの分類・分析
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AsIsフレームワークの基点 = インプット
本編 AsIsフレームワーク
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AsIsフレームワークの基点 = インプット

AsIsフレームワークの基点 = インプット

インプット

構造化

アウトプット AsIsの共有

AsIsの収集・蓄積

AsIsの分類・分析

AsIsフレームワーク



https://www.opslearn.jp/

AsIsフレームワークの基点 = インプット

AsIsフレームワークの基点 = インプット

インプット AsIsの収集・蓄積

個人の「努力」や「気付き」だけに依存しないための 
AsIs収集・蓄積の「仕組み作り」が不可欠

運用現場の現状を「ありのままに把握」するために

「自然とAsIs情報が集まる」ための環境を実現する
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AsIsフレームワークの基点 = インプット

AsIsフレームワークの基点 = インプット (全体像)

インプット
AsIsの収集

定性的なAsIs

定量的なAsIs

現場

AsIsの蓄積

保存 
管理 
検索
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AsIsインプットの基本構造
本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本構造

AsIs情報の蓄積
AsIs情報の収集

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素

本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (収集: ジェネレータ)

システム

AsIs情報の蓄積

ジェネレーター

(物事を)生み出す者[人、状況]、発生源

generator

AsIs情報の「発生源」となる人やシステム

AsIs情報の収集

AsIsの 
分類・分析

構造化
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (収集: 検知器)

システム

AsIs情報の収集

ディテクター AsIs情報の蓄積

探知機、検出器; [通信] 検波器

detector

AsIs情報の入口となる仕組み

検知器

AsIsの 
分類・分析

構造化
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (蓄積)

AsIs情報の収集

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (蓄積: 一次情報)

二次情報 三次情報 四次情報

整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

一次情報

AsIs情報の収集

ディテクターから得られた未加工のデータ・情報

AsIs情報が最初に記録される段階。

一次情報は、最も生の情報であることから、原則として永久保存。

システム

生情報 AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

(更新型は随時更新)
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (蓄積: 二次情報)

生情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報 四次情報一次情報

AsIs情報の収集

フォーマット化システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

未加工のデータ・情報を、扱いやすいフォーマットに変換する

一次情報に比べて、情報を欠落させることが多い。
例えば、メールのreceivedヘッダーは用途が無いために欠落させる、など。

DBの「テーブル」に相当

二次情報は、一次情報を破棄する場合のみ永久保存。
(更新型は随時更新)

整形情報
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (蓄積: 三次情報)

生情報 整形情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 四次情報一次情報 三次情報

汎用情報

AsIs情報の収集

汎用化システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

整形済の情報を、扱いやすい組み合わせに変換する

大まかな用途に合わせて情報の組合せを決める。

三次情報は、最も使われる情報であることから、随時更新される。

例えば、監視対象を構成(セグメント)別、用途(サービス)別、経年別、など個別に作成する、など。

DBの「ビュー」に相当
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの基本要素 (蓄積: 四次情報)

生情報 整形情報 汎用情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報一次情報 四次情報

加工情報

AsIs情報の収集

特定用途化システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

汎用情報を、特定用途のために変換する

用途の実現に最も最適な形を追求する。

四次情報は、用途に合わせて保存・破棄される。

例えば、特定相手のレポート、一時的な障害リスト、など。
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AsIsインプットの基本構造

まとめ: AsIsインプットの基本要素

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター

一次情報破棄の場合 

永久保存

更新型は 
随時更新

随時更新蓄積型は 
永久保存

更新型は 
随時更新

用途により 
保存・破棄

機械学習 
(相当) 前処理 学習結果データ蓄積 学習結果の利用

情報の 
ライフサイクル

AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル

本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル

AsIs情報の蓄積

レコーダー フォーマッター トランスフォーマー エクスポーター

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

二次情報 三次情報 四次情報

整形情報 汎用情報 加工情報生情報

一次情報
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル (収集: 検知器)

システム

AsIs情報の収集

能動型

受動型

検知器

検知器がジェネレータに対して収集しにいく。

検知器がジェネレータからの入力を待つ

例えば、監視システムの死活監視機能やエージェントの「検知部分」、など。

例えば、メールクライアントでの受信や、監視システムのログ収集機能の「受信部分」、など。

二次情報 三次情報 四次情報

整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

AsIsの 
分類・分析

構造化
生情報

一次情報

ディテクター
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル (蓄積: 一次情報の保存)

二次情報 三次情報 四次情報

整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

一次情報

AsIs情報の収集

レコーダー

録音[録画]機器、記録装置、レコーダー
recorder

システム

生情報 AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

検知器の出力を、加工せずに保存する。
例えば、受信した顧客メールを、共有ストレージに保存する、 
syslogデーモンの出力したログを、共有ストレージに保存する、など。

一つの実装で、ディテクターの検知機能、レコーダーの保存機能を持つ場合が多い。
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル (蓄積: 二次情報の加工)

生情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

二次情報

整形情報

三次情報 四次情報一次情報

AsIs情報の収集

フォーマット化

[コンピューター]初期化プログラム
formatter

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化

フォーマッター

ディテクター

例えば、顧客メールのFrom、Date、本文をTSV(CSV)形式で保存する、 
syslogデーモンの出力したログをパースして、JSON形式で保存する、など。

生情報を、人力やスクリプトで構造化形式に加工する。
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル (蓄積: 三次情報の加工)

生情報 整形情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 四次情報一次情報 三次情報

AsIs情報の収集

汎用化

[電]変成器、(一般に)変化させる者[人]
transformer

トランスフォーマー

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
ディテクター

整形情報を複数組み合わせて、新しい関係を示す情報を提供する。
例えば、顧客メールのDateと、その過去24時間にsyslogデーモンの出力したログを
関係付けた情報を生成して、メールとsyslogの関係を示す情報を提供する。

汎用情報
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AsIsインプットの基本構造

AsIsインプットの実装モデル (蓄積: 四次情報の加工)

生情報 整形情報 汎用情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報一次情報 四次情報

加工情報

AsIs情報の収集

特定用途化

輸出業者、輸出国
exporter

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化

エクスポーター

ディテクター

例えば、特定の顧客メールのDateと、その過去24時間にsyslogデーモンの出力した
ログの種別と各件数を表示するレポートを自動生成して提供する。

汎用情報から、用途に合わせて加工する。
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AsIsインプットの基本構造

まとめ: AsIsインプットの実装モデル

AsIs情報の蓄積

レコーダー フォーマッター トランスフォーマー エクスポーター

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

二次情報 三次情報 四次情報

整形情報 汎用情報 加工情報生情報

一次情報

能動型 or 受動型

加工せずに保存 構造化形式に加工 新しい関係を示す 用途に合わせて加工

人力処理 
の例

自動処理 
の例

Webフォーム 
入力・保存

エージェントに 
よる収集・記録

CSV/JSONで出力

スクリプトで 
フォーマット化

手動で変換

スクリプトで 
生成

手動で作成

スクリプトで 
生成
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AsIsインプットの基本構造

参考: AsIsインプットの基本要素を分ける意義

レコーダー トランスフォーマーフォーマッター エクスポーターディテクタージェネレーター

レコーダー トランスフォーマーフォーマッター エクスポーターディテクタージェネレーター

レコーダー トランスフォーマーフォーマッター エクスポーターディテクタージェネレーター

一つのAsIsインプット要素を多用途に使える

AsIsインプット要素の保守工数を低減
新しいAsIsインプットを短期に実装

AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIsの 
分類・分析

構造化

エージェントに 
よる収集・記録

スクリプトで 
フォーマット化

スクリプトで 
変換

スクリプトで 
生成
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AsIsインプットの実装イメージ
本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの実装イメージ

定量的AsIsの収集

本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの実装イメージ

復習: AsIsのインプット (収集: 定量的AsIs)

現場の定量的な情報を収集する仕組みが必要。

一次情報の決定

データフローの整備

収集する定量的情報に必要な一次情報を決定する。

一次情報を定量的情報に変換するためのデータフローを整備する。

データフローの整備により、定量的情報の自動集計への下地を整える。

収集対象の選定 収集する定量的情報を選定する。Step1

Step2

Step3

インプット AsIsの収集
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AsIsインプットの実装イメージ

AsIsインプットの実装 (定量的なAsIs)

生情報 整形情報 汎用情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報一次情報

システム

加工情報

四次情報

レコーダー フォーマッター トランスフォーマー エクスポーター

自動処理 
の例

エージェントに 
よる記録

スクリプトで 
フォーマット化

スクリプトで 
生成

スクリプトで 
生成

ディテクター

AsIs情報の収集

エージェントに 
よる収集

能動型 or 受動型

検知 
モジュール 記録 

モジュール収集 
モジュール

フォーマット 
モジュール

変換 
モジュール

加工 
モジュール

加工 
スクリプト

永続

使い捨て

AsIsの 
分類・分析

構造化

実装単位 
の例
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AsIsインプットの実装イメージ

定量AsIsインプット実装のメリット

生情報 整形情報 汎用情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報一次情報

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
加工情報

四次情報

レコーダー フォーマッター トランスフォーマー エクスポーター

ディテクター

AsIs情報の収集

エージェントに 
よる収集

能動型 or 受動型

短期的な効果が顕著 実装すればするほど、収集できる定量的AsIsの質と量が向上する。

副作用が少ない 読み取りが中心の自動化になるため、「自動化による副作用」が比較的少ない。

積み上げ型の活動 環境変化があっても、過去の実装が全く無駄になることはない。(経験は活かせる)

「定量的AsなAsIs情報」に裏打ちされた「定性的AsIs情報」は精度が高い
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AsIsインプットの実装イメージ

定性的AsIsの収集

本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの実装イメージ

復習: AsIsのインプット (収集: 定性的AsIs)

現場の定性的な情報が上がってくる、上がってきやすい仕組みが必要。

場の整備

文化の醸成

気軽にヒヤリハットの存在を共有する場を整備する。

最初にミスした人やネガティブ情報を上げた人を評価する。

「現場に聞きに行くこと」から初めて、仕組み化、文化の形成をしていく。

三現主義 マネージャやアーキテクトが定期的に現場に話を聞きにいく。Step1

Step2

Step3

インプット AsIsの収集
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AsIsインプットの実装イメージ

AsIsインプットの実装イメージ (定性的なAsIs)

生情報 整形情報 汎用情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報一次情報

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
加工情報

四次情報

レコーダー フォーマッター トランスフォーマー エクスポーター

人力処理 
の例

Webフォーム 
入力・保存 CSV/JSONで出力 手動で変換 手動で作成

ディテクター

AsIs情報の収集

実装単位 
の例

構成変更 
報告窓口

システム構成 
情報

月次 
レポート

入力 加工

ヒヤリハット 
社内SNS

整形

問題管理 
(内部)

問題管理 
(公開)

変換

外部向け問題 
レポート

加工
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AsIsインプットの実装イメージ

AsIsインプットの実装の留意点

生情報 整形情報 汎用情報

AsIs情報の蓄積

二次情報 三次情報一次情報

システム
AsIsの 
分類・分析

構造化
加工情報

四次情報

レコーダー フォーマッター トランスフォーマー エクスポーター

ディテクター

AsIs情報の収集

定量的AsIsの補完が前提 定性的AsIs情報だけでは、根拠が希薄なため活用しにくいことが多い。

ボトムアップアプローチが中心 貴重なAsIs情報を失わないために、ディテクターとレコーダーから実装する。

仕組み+文化 定性的AsIsの収集に「仕組み」が不可欠だが、それを「活用する文化」が無いと機能しない。

「定量的AsなAsIs情報」に裏打ちされない「定性的AsIs情報」は精度が低い



https://www.opslearn.jp/

AsIsインプットの設計アプローチ
本編 AsIsフレームワーク
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AsIsインプットの設計アプローチ

AsIsインプットの設計アプローチ

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点

AsIs

ToBe
トップダウン アプローチ

ボトムアップ アプローチ

「目的」ありきで設計するアプローチ

「現状」ありきで設計するアプローチ
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AsIsインプットの設計アプローチ

AsIsインプットのトップダウンアプローチ設計

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点

ToBe
トップダウン アプローチ

「目的」ありきで設計するアプローチ

収集したい汎用情報が明確
必要な一次情報が明確、収集方法も確定

合致するケース

運用に本当に必要な情報を、最短で収集できる体制になる。



https://www.opslearn.jp/

AsIsインプットの設計アプローチ

AsIsインプットのボトムアップアプローチ設計

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点

AsIs
ボトムアップ アプローチ

「現状」ありきで設計するアプローチ

収集したい汎用情報が不明瞭。
すでに収集できている、できる可能性が高い「定量的AsIs情報」がある。

合致するケース

収集できる可能性の高い情報を、最短で収集できる体制になる。

収集対象が「定性的AsIs情報」の場合。



https://www.opslearn.jp/

AsIsインプットの設計アプローチ

まとめ: AsIsインプットの設計アプローチ

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点

AsIs

ToBe
トップダウン アプローチ

ボトムアップ アプローチ

両方を組みあわせることが現実的かつ一般的
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講義のふりかえり
本編 AsIsフレームワーク
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講義のふりかえり

AsIsフレームワークの基点 = インプット

インプット AsIsの収集・蓄積

「自然とAsIs情報が集まる」ための環境を実現する

個人の「努力」や「気付き」だけに依存しないための 
AsIs収集・蓄積の「仕組み作り」が不可欠

運用現場の現状を「ありのままに把握」するために
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講義のふりかえり

AsIsインプットの基本要素

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター

一次情報破棄の場合 

永久保存

更新型は 
随時更新

随時更新蓄積型は 
永久保存

更新型は 
随時更新

用途により 
保存・破棄

機械学習 
(相当) 前処理 学習データ蓄積 学習結果の利用

情報の 
ライフサイクル

AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点
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講義のふりかえり

AsIsインプットの設計アプローチ

一次情報 二次情報 三次情報 四次情報

生情報 整形情報 汎用情報 加工情報

AsIs情報の蓄積

システム
フォーマット化 汎用化 特定用途化ジェネレーター

AsIs情報の収集

ディテクター AsIsの 
分類・分析

構造化

AsIs情報の重心 AsIsの活用AsIsの収集設計の観点

AsIs

ToBe
トップダウン アプローチ

ボトムアップ アプローチ

両方を組みあわせることが現実的かつ一般的


